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  大分県立三重総合高等学校久住校の本校化について 

 

高校教育課 

 

 

１ 概要 

    大分県立三重総合高等学校久住校について、平成３１年度からの本校化に向け、 

平成３０年第３回定例会に設置条例を上程したい。 

   

 

２ 背景 
  ○「標準法」の改正（平成２３年）により、本校化に係る基準が削除され、「１学年１

学級」でも本校として設置が可能となった。 
  ○さらなる少子高齢化が進む中、「人を大事にし、人を育てる」、「地域を守り、地域を

活性化する」という地方創生の観点から、地域の担い手づくりが求められている。 

  

 

３ 本校化について 

  ○豊かな自然に恵まれた九州で最も標高が高い学校農場や、作物・野菜・草花の栽培か 
ら畜産までの多様な農業を展開している久住校の強みを活かし、体験を重視した新たな 
カリキュラムを導入し、農業単科校としてさらなる特色化を図る。 

○学校敷地内に設置する農業人材育成施設「くじゅうアグリ創生塾」（仮称）を、県下 
９校の農業系高校生が集まる学び合いの拠点とし、久住校との相乗効果を生み出す。 

 

 

４ 今後のスケジュール（案） 

 ６月  第１回教育委員会     本校化について議案審議 

                  〈校名公募（６月中旬～６月下旬）〉 

７月  第２回教育委員会     校名候補について協議     

８月  第１回教育委員会     校名候補について議案審議     

９月  第３回県議会       設置条例の改正案を上程 

 １０月  新設校設置   
 

平成３１年４月１日         新設校開校  
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三重総合高等学校久住校 校名候補について 
 

高校教育課 

 

 

１ 久住校の学校構想 

   久住校は、豊かな自然に恵まれた、九州で最も標高が高い学校農場や、作物・野

菜・草花の栽培から畜産までの多様な農業を展開している本県唯一の単独農業高校

として、今後も引き続き、将来の農業人材を育成する学校を目指す。 

 

２ 校名候補決定の考え方 

地域の人々から親しまれ、特色・魅力・活力ある学校づくりを行うため、以下の

視点を総合的に評価し、県教育委員会で決定する。 

            （平成 26 年 4 月 21 日 新設校校名候補の考え方より） 

 

 

３ 校名候補決定までの流れ 

（１）公募 

   上記の視点による校名案を公募する。  

    ○公募期間：平成 30 年 6 月 23 日（土） ～ 平成 30 年 7 月 5 日（金） 
      ○公募方法：ホームページ等による一般公募 
               （竹田市の中学校及び高校の生徒に応募用紙を配布） 
 

（２）校名候補の決定 

   準備委員会を開催し、校名の候補案を選抜する。     

    ○準備委員会 ＰＴＡや同窓会、学校評議員等で構成した準備委員会により

１～３点選抜し、校名の候補として県教育委員会に推薦する。 
○８月教育委員会にて校名候補を決定 

・公募による投票状況を踏まえた校名であること 

・新しい学校の学校構想にふさわしい校名であること 

・響きや文字から夢や希望のある高校生活をイメージできる校名であること 

・地域の人々から親しまれ、愛される校名であること 
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